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縦断的資料による発育発達期の体力の特徴

浅見高明・杉本光 公＊・石　島　　　繁＊＊

The　chamcteristics　of　physica1fit皿ess　on　growth　and　deYe1opmenta．1stage

　　　　　　　　　　　　　　　　　by1ongitudina1data

Takaaki　ASA皿I，Mitsukimi　SUGIMOTO＊and　Shigeru　ISHIJIMA＊＊

　　This　study　was　aimed　to　compare　the　morpho1ogica1and　fmctiona1growth　with　the　deve1opment

on　physica1fitness　by　a1ongitudina1samp1e　of　boys　and　gir1s　aged　from4to15years　o1d．The　subjects

were　the　chi1dren　of　Y　kindergarten　at　first　survey，which1ocates　in　Oho－branch，Tsukuba　City，

Ibaraki　Prefecture．The　samp1e　consisted　of22boys　and10gir1s　from1978to1989amua11y．The

subjects　were　devided　into　two　groups，one　is　named1arge　group（LG），the　other　is　named　sma11goup

（SG）based　on　the　amount　of　increase　in　standing　height：LG；13boys　and4gir1s，and　SG；8boys

and6gir1s．And　to　investigate　the　re1ationship　of　items，re1ative　va1ues　were　made　as　the　amount　of

increase　in12years　become100％．So　a11the　va1ue　at　the　age　of4in　every　item　is　O％and　the　va1ue

of15years　is100％．This　re1ative　va1ue　was　named　RELATIVE　VARIABLE　RATIO．And　the　amua1

increase　amount　of　re1ative　variab1e　ratio　was　named　ANNUAL　INCREASE　RATIO，The　items　for

measurement　were　height，weight，skinfo1d　thickness，grip　strength，1eg　strength，vertica1jump，side

jumps，jump　over＆craw1under，ba1ance　beam　wa1king，zigzag　run，tapping，foot　tapping，who1ebody

reaction　time　and　sit－and－reach　test．

　　Resu1ts　were　as　fo11ows：

　　1）It　is　suggested　that　many　item　of　SG　reaches　to　near100％ear1ier　than　LG．

　　2）Re1ative　variab1e　ratio　has　three　trends　for　increase，the　first　is　fast　spurt　type　such　as　jump

　　　　over＆craw1mder，the　second　is　midd1e　type　such　as　height　and　the　third　is　s1ow　spurt　type

　　　　such　as　grip　strength．

Key　words： Longitudina1data，Chi1dren，Growth　pattem，Annua1increase　amount

I．緒　　言

　子供の発育の過程は，直線的に進むのではなく，

時期によって発育の速さが異なる。身長などの長

育の伸びが著しい時期もあれば，肩幅などの幅育

が急速に伸びたり，体重が急増したりする時期も

ある。形態だけでなく，運動能力や身体機能につ

いても同じことが言えるという報告は，多く、なさ
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れている12・15・27・29〕。

　松浦27〕は，幼児期・児童期・青年期の形態・運動

能力・身体機能を年令別に測定し，その年問増加

量を算出し，発育・発達の特徴をとらえた。浅見・

渋川ら7）は「調整カそのものは多岐にわたり，複雑

な要因を含んでいるために厳密なトレーニング実

験は必ずしも多くない」として，幼稚園児を対象

に実験を行い，方法の妥当性を明確にし，幼稚園

児における調整カトレーニングを具体化した。岡

部ら13〕は，「早熟・晩熟を計測値のある点で判別し
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た場合個人の持つ発育発達の将来の可能性とその

動的変化過程が無視された結果になりかねない」

として，身長における年問伸び量のピークの出現

時により早熟・晩熟を判別し，これらの二群にお

ける形態および運動能力の発育・発達の差異を明

確にしようとした。従来，児童の身体発育と運動

能力の発達を縦断的に調査し，定量的に評価した

研究は多くなされている。しかし，身体の発育の

増加量を基準に加齢に伴う運動能力や，形態の変

化をパターン化した研究は少ない。

　本研究の目的は，同一対象の4歳から15歳まで

の体力を縦断的に12年間追跡調査し，各測定項目

の発育・発達曲線から様々な体力要素の幼児期か

ら中学校期までの発育・発達パターンを，身長の

増加量を基準として比較検討することにより形態

の発育と，体力の発達の関連を見ることを目的と

した。

II．研究方法

1．対　　象

（1）測定期問

　測定期間は昭和53年11月から平成元年11月まで

の12年間。測定は毎年11月に実施。

（2）測定対象

　つくば市のY幼稚園から，Y小学校を経て，O

中学校へ進学した者のうち，縦断的に12年間測定

し得た男子22名，女子10名。

2．方　　法

（1）測定項目

　身長，体重，皮脂厚，握力，脚力，垂直とび，

反復横とび，とびこしくぐり，台上歩き，ジグザ

グ走，タッピング，フットタッピング，全身反応

時間，長座体前屈。

3．資料の整理方法

　測定された縦断的データは，身長の4歳から15

歳までの増加量の平均値（男子67．5cm，女子61．1

cm）を基準として，平均値より大きいものをLarge

群（男子13名，女子4名）小さいものをSma11群

（男子9名，女子6名）とした。

　そして，4歳から15歳までの増加量を！00％とす

るように各年齢の測定値の4歳時の測定値からの

増加量を，4歳から15歳までの増加量で除した。

これによって各項目の4歳時の値がO％，15歳時

の値は全て100％になった。このパーセントで表さ

れるものを相対変化率とした。

　各年齢の測定値一4歳時の測定値
　　　　　　　　　　　　　　×100＝相対変化率
　15歳時の測定値一4歳時の測定値

　4歳から15歳までの増加量：100％

　また，相対変化率の一年ごとの増加率を年問変

化率とした。

III．結　　果

　男女の身長の平均値と年問増加量は，当然のこ

とであるが平均値，年問増加量とともにLarge群

の方がSma11群よりも大きな値を示す（Fig．1，

Fig．2）。

　加齢にともな一う身長の年間変化率と相対変化率

について男子の身長においては，Sma11群とLarge

群との間に傾向の違いは見られなかった（Fig．3－

2）。女子の身長においては，相対変化率において，

Sma11群がLarge群に比べて，大きな値を示す傾

向が見られた（Fig．3－1）。これはSma11群の方が

Large群よりも早く100％に近い値にまで増加する

ことを示している。さらに年問変化率において，

Sma11群がLarge群に比べて，前半は大きな値を

示す傾向がみられた。そして，年間変化率の後半

にSma11群とLarge群に逆転の現象が見られた。

これと同様な傾向を示した測定項目は，女子の体

重，反復横とび，全身反応時問，フットタッピン

グ，台上歩き，男子の垂直とび，とびこしくぐり

であった（Figs．4－1，4－2）。

　しかし，男子のタッピング，フットタッピング，

反復横とび，体重，ジグザグ走，全身反応時間，

台上歩き，握力，脚力，女子のとびこしくぐり，

ジグザグ走，タッピング，握力，脚力，垂直とび

Table1 Samp1e　size　and　standard　of　grouping

boys

gir1s

Large　group

13

Sma11group Amount　of　increase　in　standing　height（cm）

67．5

61．1
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にはこのような傾向は見られなかった。

さらに各測定項目の全ての男子の測定項目におい

て，平均値の相対変化率については以下のような

3つのグループに分かれる傾向が見られた（Figs．

5－1，5－2）。

　1）とびこしくぐり，全身反応時間，台上歩き，

　　ジグザグ走のような比較的早期に増加のピー

　　クを迎えるグループ（前半型）

　2）体重，握力，脚力の様に後半に増加のピー

　　クを迎えるグループ（後半型）

　3）身長，反復横とび，フットタッピング，タ

　　ッピング，垂直とびのようにほぼ直線的な増

　　加傾向を示すグループ（中間型）

　これらの項目のうち3つのグループを代表する

とびこしくぐり，握力，身長について図示したの

が図6である。

　これらの傾向はSma11群とLarge群にわけた場

合にも同様の傾向が見られ，また女子についても

男子ほど顕著ではないが，同様な傾向がみとめら

れた。

IV　考　　察

　身長の相対変化率の発達の傾向に男女差が見ら

れたのは，女子の場合15歳時においてほぼ成長が

完了しているのに対して，男子はまだ発育段階に

ある者がいるためと思われる。またLarge群，Sma11

群の2群に分けた場合，女子の身長，体重，反復

横とび，全身反応時問，フットタッピング，台上

歩き，男子の垂直とび，とびこしくぐりにおいて，

Sma11群がLarge群よりも早期に15歳時の値に達

する傾向がみられる。これは身長の伸びの少ない

ものは，相対的に早熟であることを示している。

実際どの時点で成長が止るのかは未知であるが，

これらの項目による発達の傾向の予測といったも

のの可能性を示唆している。全身反応時間，ジグ

ザグ走，とびこしくぐりなどのような動作の巧綴

性を測定する項目については，早期に100％に達し

ておりスキャモンの言う典型的な神経型の発達曲

線を示している。しかしタッピングやフットタッ

ピングなどの小筋群を使う敏捷性については，こ

の傾向は見られなかった。浅見・渋川ら6〕は「大筋

群を使うテスト種目と小筋群を使うテスト種目の

間にはほとんど関連はなかった」と報告しており，

本研究においても両者は同じ発達傾向を示さなか

った。

　松浦28）は「握力の最大発達速度の現われる時期は
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体重発育・胸囲発育における最大発育速度の出現

の時期と一致しており，発育曲線のパターンも体

重・胸囲の発育速度と良く類似している」と述べ

ている。本研究でも体重と握力，脚力の発育・発

達パターンは良く似ており，これはスキャモンの

言う一般型に属している。この時期の体重増加は，

筋肉量の増加の関与が示唆されている。しかし垂

直跳びに関しては筋力だけでなく，腕の振りなど

の技術的要素や，体重の増加が負荷になることか

ら，握力とは異なった発達パターンを示したと思

われる。

ま　とめ

　本研究では，様々な体力要素について12年間の

縦断的測定値をもとにその発達パターンを比較検

討した。男子，女子ともに身長の増加量を基準に

Large群，Sma11群に分けて比較すると，Sma11群

の方がLarge群よりはやく100％に達する測定項目

が多くみられた。これは身長の伸びの少ないもの

は，より早期に成長が終了してしまっていること

を示唆している。また各測定項目の相対変化率を

見ると，身長に代表される中間型，とびこしくぐ

りに代表される前半型，握力に代表される後半型

の3つの増加パターンが認められた。
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